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地域実験動物研究会の活動紹介
本研究会に案内のあった各地域の実験動物研究会
の活動を順不同で紹介 します｡詳細な内容のお問い
合わせは各研究会の事務局までお願い致します｡
関西実験動物研究会
事務局 :京都大学大学院医学研究科附属動物実験
施設内
TEL:075-753-4489,FAX:075-753-4409
Email:cyamachi@ip.media.kyoto-u.ac.jp
URL.http://www.anin.ned.kyoto-u.ac.jp
◎第64回研究会 (1999年12月3日)
会月による研究発表 17題
特別講演 ｢疾患モデルからヒトへ一予知 ･予防
医学-の貢献｣家森幸男 (京都大 ･人間 ･環境
学研究科)
◎第17回総会及び第65回研究会 (2000年3月3日)
テーマ ｢実験動物の国際化を巡って｣
｢実験動物と動物実験施設 :国際標準化の動向｣
黒揮 努 (大阪大 ･医 ･動物実験施設)
｢InformaticsinLaboratoryAnimalScience｣
ⅩenBoschert(ComparativeMedicine,
WashingtonUniv.)
維持会貞ニュース｢WisterHannoverGALASラッ
トについて｣ 日本クレア拝勅
◎第66回研究会 (2000年6月2日)
｢医薬品開発の前臨床試験における新しい動向と
国際戦略を考える｣
｢医薬品の創薬 ･開発研究における安全性評価の
新 しい動向｣堀井郁夫 (日本ロッシュ㈱研究
所)
｢医薬品産業の国際化と前臨床試験の在り方｣
松揮利明 (山之内製薬㈱信頼性保証本部薬事
部)
維持会員ニュース ｢神経毒性物質で誘発される
特徴的な機能 ･行動異常と病理変化との関連
性｣(1勅三菱化学安全性化学研究所
◎第67回研究会 (2000年9月22日)
｢高次神経機能を動物実験により解明する｣
｢プログラム細胞死の人為的操作による神経疾患
治療の試み｣三浦正幸 (大阪大院 ･医 ･バイ
オ ･神経機能解剖学研究部)
｢アルツハイマー病にみられる神経細胞死の分子
機構｣今泉和則 (大阪大院 ･医 ･機能形態学講
座)
｢晴乳類視覚系に見られる経験依存的な神経回路
発達｣畠 義郎 (大阪大院 ･医 ･バイオ ･神経
理学研究部)
維持会員ニュース ｢弊社供給ベ トナム産カニク
イザルにおけるEntamoebahistolyticaの寄生
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状況-pcR法を用いた診断｣ ㈱ケアリー
◎関西実験動物研究会会報20号 (1999年12月)
第57回研究会 (1998年3月6日)
テーマ :マウスの新たな利用法を求めて
第59回研究会 (1998年9月11日)
テーマ :受精機構の新たな研究展開と内分泌撹
乱物質の生殖系-の影響
第60回研究会 (1998年12月4日)
特別講演 3題
第61回研究会 (1999年3月5日)
テーマ :実験動物 :育種繁殖領域からの新たな
展開
第62回研究会 (1999年6月11日)
テーマ :生殖発生毒性試験を考える
東海実験動物研究会
事務局 :名古屋大学医学部附属動物実験施設内
TEL:052744-2467(西村,八木), 2468(大野)
FAX:052-744-2503
E一皿ail:syagi@med.nagoya-u.ac.jp
または:ohno@med.nagoya-u.ac.jp
◎第56回例会 (2000年3月4日)
｢動物の保護及び管理に関する法律の改訂と実験
動物をめぐる諸問題｣
鬼頭純三 (東海実験動物研究会会長)
｢放談 実験動物学を考える｣
早川純一郎 (元北陸実験動物研究会会長)
◎平成12年度東海実験動物研究会 (2000年7月15日)
1.ラット尾静脈からの採血法の確立 志知安峰 他
(輔カワシマ商事)
2.ラットの静脈内持続注入手技の検討
堀 宏行 他 (輔カワシマ商事)
3.実験動物の加齢特性 -いわゆるF344ラットの場
合 田中 慣 他 (長寿研)
4.近交系ラットF344の2亜系,F344/I)uとF344/N
の差 :予報
志藤章二 他 (長寿研 ･名大 ･医 ･動物施設)
5.コモンマ-セットの性成熟時期について
谷川常博 (日本イー ･デイーエム拝#)
6.各毛周期におけるハンガリーハタネズミ被毛の
光顕および走査電顕による観察
岩田英章 他 (名大院 ･生命農学)
7.マウス倍数体初期腔の細胞周期について
井上直子 他 (名大院 ･生命農学)
8.TheCDNA for5'deiodinase,type(I)1)in
thehousemuskshrew M.Rogatchva他
(名大/･環研､名大院 ･生命農学､群馬大)
9.LEAラットにみられる異常形質 安居院高志 他
(名市大 ･医 ･実験動物､ケーユーシー)
10.マウスkit遺伝子座の新たな対立遺伝子 :
kitWnO 大野民生 他 (名大 ･医 ･動物施設)
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ll.新しい旋回 (Kr)マウスの行動特性と遺伝解析
星野千代子 ･鬼頭純三 他 (名大 ･医 ･動物施
設､名大名誉教授)
12.WsラットとErマウスの聴力と内耳形態｣
竹下 有 他 (浜松医大 ･耳鼻咽喉科)
静岡実験動物研究会
事務局 :静岡県立大学薬学部薬剤学教室内
連絡所 :TEL&FAX:053-435-3629(西川)
◎静岡実験動物研究会会報 第27号第1号
(2000年7月)
特別講演抄録
｢ラット･マウスの人工晴育法-ラット乳仔の自
動人工晴乳法を中心にして-｣ 干場純治
(岡山大 ･医 ･附属動物実験施設)
｢静岡市立日本平動物園で行った人工保育につい
て｣ 八木智子 (静岡市立日本平動物園)
一般講演抄録
｢腰高リンパ節測定法による低分子化合物のアレ
ルゲン性評価｣間哲夫 (三共㈱安全性研究所)
｢マウス能動アナフィラキシー(ASA)における系
統差｣ 松村啓子 (三共(輔安全性研究所)
｢マウス始原生殖細胞 (PGC)のテトローマ形成
におけるPGCと胎仔精巣体細胞の関わり:系統
間再構成精巣を用いた解析｣野口基子 (静岡
大 ･理 ･生物)
◎第28回研究発表会 (2000年7月7日)
1.Nosan:Beagleの成長曲線 大岩一雄 他 ㈱ ナル
ク､日本農産工業㈱)
2.VetScanによるNosan:Beagleの生化学値の測定
丸山みゆき 他 榊け ルク､日本農産工業㈱､第
一化学薬品件租
3.ラットを用いた トキシコキネテイクス実験実施
に関する基礎検討 高橋弘樹 他(旭化成工業腑
ライフサイエンス総合研究所 安全性研究所)
4.細胞はどうやって不溶性タンパクを分泌するか
一鳥類の頼粒膜細胞をモデルとして 一
笹浪知宏 他 (静岡大 ･農 応用生物化学科)
5.アフリカツメガエル幼生における水晶体再生過
程の細胞生物学的解析 玉越智樹 他 (静岡大 ･
農 応用生物化学科)
6.2型糖尿病モデルGK/Jclラットの加齢に伴う病
態の緩化について 中川嗣朗 他 (㈱csEリサー
チパーク 御殿場ブランチ)
7.マウスにおける行動 ･飲水パターンの測定およ
びラットの結果との比較 小松里美 他(三共律動
安全性研究所､三共(輔 第二生物研究所､三共拝勅
研究信頼性保証室)
8.マウス用粉末給餌器の改良 寺田仁美 他(三共
(掬 安全性研究所)
9.自動血液サンプリング装置の開発 生村和子､
加藤恒雄 他 ((輔エイコム､㈲キョウエー)
◎技術研修会 ｢解剖の実際｣ (2000年7月7日)
10.日本クレアにおける解剖方法について
日本クレア俸勅技術部 (後藤貴之 他)
ll.ラットにおける解剖の実際と工夫
協和発酵工業㈱ 医薬総合研究所
(梶原政朝他)
12.イヌの解剖方法について (麻酔-臓器固定ま
で) (Wボゾリサーチセンター 函南研究所
(溝口靖基 他)
13.解剖の実際 クミアイ化学工業㈱ 生物科学研
究所 (阿部光市 他)
14.ラット及びイヌにおける解剖の実際
旭化成工業㈱ ライフサイエンス総合研究所
(白岩和己 他)
15.ラットの剖検方法 科研製薬㈱ 総合研究所 安
全性研究部 (岡村博恵 他)
16.げっ歯類 (ラット マウス)の解剖方法 (麻酔
～器官固定まで) ㈱ポゾリサーチセンター 御
殿場研究所 (勝間田豊久 他)
17.解剖の実際 ㈲食品農医薬品安全性評価センタ
ー (山本郁夫 他)
18.解剖の実際 中外製薬疎勅安全性研究所 (藤井
悦子 他)
北陸実験研究会
事務局 :福井医科大学医学部附属動物実験施設内
TEL:0776-61-8425,FAX:0776-618124
E-mail:lara@med.kanazawa-u.ac.jp
URL:http://web.kanazawa-.ac.jp/～med38/lara
/index.html
連絡先 :金沢大学医学部附属動物実験
(橋本憲佳)
TEL:076-234-4241,FAX:076-234-4240
E-mail:moriyosi@kiea.皿.kanazawa-u.ac.jp
◎第11回研究会 (1999年10月30日)
｢ネコにおけるボルナ病ウイルス感染病態の解
析｣ 西野佳以 (麻布大 ･生物科学研究所)
｢医薬品開発における動物実験｣
｢伝統医薬物からの抗ウイルス剤の開発｣
黒川昌彦 他 (富山医薬大 ･医 ･ウイルス学講
座)
｢NC系マウスにおける掻痔反応の薬理学的性質｣
野島浩史他 (富山医薬大 ･薬 ･薬品作用学教
室)
｢ネコ免疫不全ウイルス (FIV)TM-2株実験感染
ネコ血柴のFIV抗体検査キットによる検査成績
の比較｣ 勝山一輝 他(富山医薬大 ･動物実験
センター ･富士薬品工業㈱)
◎第12回研究会 (2000年3月11日)
｢遺伝子ノックアウトマウスの作成法とその応用
例｣ 浅野雅秀 (金沢大 ･医 ･動物実験施設)
◎第13回研究会 (2000年7月22日)
LIsitpossibletopreventdiabetes?
purusotamBasnet(富山医薬大 ･和漢薬 ･薬効
解析センター)
2.IL-2receptorγ鎖ノックアウトにおける生殖
性ならびに妊季性に関する研究
種部恭子 他 (富山医薬大 ･医 ･産婦人科学)
3.慢性関節リウマチの動物モデル
遊道和雄 他 (富山医薬大 ･整形外科､岩手
大 ･病理学第 1)
｢実験動物の飼育管理｣
1.遺伝子改変動物と最近の動物飼育装置の進歩
今村英成 (AlimalHealthCareConsultant)
九州実験動物研究会
事務局 :九州大学大学院医学系研究科附属動物実
験施設内
TEL:092-6426147,FAX:092-642-6165
連絡先 :毛利資郎 (九州大 ･大学院医学系研究科
附属動物実験施設)
E-ma主1:shiro1@qda.ned.kyushu-u.ac.jp
URL:http://interserver.miyazaki-ned.ac.jp/
～AnimalCenter/ll.ht皿1
◎九州大学実験動物研究雑誌15号 (1999年11月)
特別寄稿
｢マウスのマウス肝炎ウイルス感染｣ 久和 茂
(熊本大 ･動物資源開発研究センター)
｢中枢神経における心敬細胞の組織科学と死後の
経過時間の検討｣
森本正敏 (佐賀医大 ･医 ･附属動物実験施設)
原著
｢成人T細胞白血病ウイルス (HTLV-1)のマウス
-の感染実験｣ 大杉剛生
｢Landrace-LargeYorcshire間雑種新生子ブタの
実験動物学的検討｣
三浦直樹 (鹿児島大 ･農 ･獣医学科)
｢ラットの腫内電気抵抗測定による交配適期判定
法｣
山内俊明 (武田薬品工体勅薬物機能 第2研究所)
籍報
｢イヌの毛母腫の1例｣
北嶋修司 (佐賀医大 ･医 ･附属動物実験施設)
｢cLAWNミニブタ (1歳齢､5歳齢､13歳齢)の加
齢に伴う動脈の組織学的変化｣
上村亮三 (鹿児島大 ･医 ･附属動物実験施設)
◎第17回九州実験動物研究会総会 (第19回日本実験
動物技術者協会九州支部研究発表会合同開催)
(1999年11月13-14日)
世話役 :中潟直也 (熊本大 ･動物資源開発研究セ
ンター)
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信州実験動物研究会
事務局 :信州大学医学部附属動物実験施設
TEL:026337-2696, FAX:0263-37-2698
連絡先 :中島 敦 (㈱csEリサーチパーク)
TEL:0266-53-2448, FAX:026653-1949
E-mail:nakaji皿aatS@csk-rp.co.jp
◎第56回研究会勉強会 (2000年3月3日)
｢大型ウサギの特徴などについて｣
松田幸久 (秋田大 ･医･附属動物実験施設)
｢環境問題あれこれ｣
中川和義 (千葉県企業庁地域整備部)
◎第18回研究発表会 (2000年3月3日)
1.好酸球増多症を自然発症するラット (M£s)
松下宗史 他(大鵬薬品･安全性､キッセイ薬品･
安全性､信州大･医)
2.LHサージを指標としたビーグルの繁殖成績
島津美樹 他 (csEリサーチパーク)
3.カニクイザルにおける尾静脈内持続投与の基礎
検討 坂本憲書 他 (イナリサーチ)
4.シバヤギにおける誘起泌乳について
清水右子 他 (信州大 ･農)
5.本学農場飼養雄シバヤギの性腺機能の年間変動
ならびに性成熟過程について
高島 諭 他 (信州大 ･農)
◎第57回研究会勉強会 (2000年7月7日)
1.マウスのマウス肝炎ウイルス (MHV)感染と実
験的感染モデル 久和 茂 (熊本大 ･動物資源
開発研究センター)
2.実験動物の呼吸機能と呼吸機能検査法
局 博一(東京大大学院農学生命科学研究科)
筑波実験動物研究会
事務局 :筑波大学動物実験センター
TEL:0298-533386, FAX:0298-53-3380
連絡先 :八神健一 (筑波大学基礎医学系)
E一皿ai1:kenyagam@sakura.cc.tsukuba.ac.jp
◎第9回セミナー (1999年11月24日)
｢理化学研究所のバイオリソース構想について｣
日下部守昭 (理化学研究所)
｢ヒ吊こおけるQTL解析の自験例｣
有波忠雄 (筑波大 ･基礎医学系遺伝医学)
◎第18回講演会 (2000年3月24日)
｢花粉症の予防 :計測装置の開発｣
名古屋隆生 (興和(相総合研究所)
｢サル花粉症について｣
中村伸 (京都大 ･霊長類研究所分子生理部門)
｢NC/Ngaを用いたアトピー病態解析｣
松田浩珍 (東京農工大 ･農 ･附属家畜病院)
